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いろいろ頑張っても乳量が頭打ちになるのは

餌寄せの問題かもしれません。
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lElY JUNO 
FEED HELPER 

安全性

安全センサーで障害物との衝

突を感知し緊急停止。また夜

間の安全性を高めるため に

LEDランプをプラス。暗い牛

舎でもジュノの位置が確認で

きます。
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勾配も走行

スカ ートのリフトアップ機能に

ょって勾配の走行が可能にな

り、スカ ートの摩耗や汚れも防

ぐことができます。

正確な走行

超音波センサ ーで壁やフィ ー

ドフェンスとの距離を 読み取

りながら走行。左右両方の読

み取りができ、直進、後進、回

転、待機が可能です。

簡単設置

単独で稼働する自走式で、付

帯施設や牛舎改造を必要とし

ません。設置・設定は非常に

簡単で、1日で完了。その日か

らすぐに利用ができます。

新しくなった

レリ ー ジュノ

餌寄せ作業の軽減
昼夜関係なく、人的労働力を必要とせずに、定期的に

頻回の餌寄せを行います。留守にして いても、いつでも

餌寄せしてくれるので安心です。

バランスの良い鯛料の採食
定期的な餌寄せは牛の選び食いを減らし、バランスの

良い状態で飼料を 採食させます。結果として、 採食量に

対する生産性の向上が期待できます。

最小隈の電気消費量と
メンテナンス
バッテリ ー 駆動によ り、少ない電気消費で稼働します 。

また、消耗部品も少なく、メンテナンスが容易です。

牛体コンディションの向J:.
こまめな採食はルー メン内pHを安定させ、ルー メン アシ

ドーシスの予防と十分なエネルギー 補填が期待できま

す 。常に飼槽に餌がある状態を作り出す ため、昼間の採

食が難しい夏場でも夜間の採食が可能となり、採食量の

低下を防止する事ができます 。

採食量の増加・残飼の削減
人による1日3回の餌寄せ から、JUNOを 導入して1日

6~8回の餌寄せに切り替えたところ、牛群全体の乾物

摂取量が6.0％増加し、乳量が3.0％増加、特に初産牛・

高泌乳牛の乳量が増加しました。

（レリ一社JUNO導入農家5件における導入1カ月前後

の調査結果）
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